
提

出

者

野

田

聖

子

平
成
十
八
年
四
月
十
二
日
提
出

質

問

第

二

二

三

号

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
、
当
初
予
測
よ
り
二
年
早
く
、
わ
が
国
で
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
少
子
化
と
高
齢
化

が
急
激
か
つ
同
時
に
進
行
す
る
形
で
の
人
口
減
少
は
前
例
の
な
い
事
態
で
あ
り
、
国
の
か
た
ち
は
確
実
に
変
質
し
つ
つ
あ
る
。

社
会
保
障
制
度
等
、
社
会
生
活
の
基
盤
を
構
成
す
る
諸
シ
ス
テ
ム
が
人
口
の
あ
り
様
を
前
提
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

省
み
れ
ば
、
現
在
の
人
口
減
少
を
く
い
止
め
る
手
だ
て
を
吟
味
す
る
こ
と
は
極
め
て
緊
要
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
国
内
で
四
十
七
万
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
治
療
を
受
け
ず
に
、
あ
る
い
は

受
け
ら
れ
ず
に
悩
ん
で
い
る
患
者
を
含
め
れ
ば
、
そ
の
三
倍
以
上
の
人
数
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
体
外
受
精
に

よ
り
誕
生
し
た
出
生
児
数
は
年
間
一
万
五
千
人
を
数
え
、
総
出
生
児
数
の
一
％
を
超
え
る
。
そ
れ
以
外
の
治
療
に
よ
り
誕
生
し

た
事
例
は
よ
り
多
く
、
四
万
人
、
全
出
生
児
数
の
四
％
に
も
お
よ
ぶ
数
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
班
が
平
成
十
一
年
度
に
実
施
し
た
「
患
者
か
ら
見
た
不
妊
治
療
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
」

（
研
究
者
：
（
社
）
日
本
家
族
計
画
協
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
・
北
村
邦
夫
氏
）
で
は
、
不
妊
治
療
を
必
要
と
し
た
カ
ッ
プ
ル
が

「
こ
れ
ま
で
に
不
妊
の
結
果
、
治
療
費
と
し
て
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
費
用
」
を
尋
ね
て
い
る
。
十
〜
三
十
万
円
が
十
九．

二

％
と
最
多
で
あ
り
、
次
い
で
五
十
〜
百
万
円
が
十
五．

八
％
、
百
五
十
〜
二
百
万
円
が
十
一．

五
％
、
三
十
〜
五
十
万
円
が
十

一



一．

八
％
で
あ
っ
た
。
「
毎
月
の
生
活
費
だ
け
で
ま
か
な
え
た
」
が
四
十
八．

六
％
で
は
あ
る
が
、
「
そ
れ
ま
で
の
貯
金
を

使
っ
た
」
三
十
七．

六
％
、
「
ボ
ー
ナ
ス
を
使
っ
た
」
二
十
一．

八
％
、
「
仕
事
を
始
め
た
」
十
一．

五
％
な
ど
、
検
査
・
治

療
に
か
か
る
経
費
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
現
実
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
複
数
の
地
方
自
治
体
や
市
民
団
体
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
九
月
に
山
口
県

が
実
施
し
た
調
査
で
は
、
「
こ
れ
ま
で
に
不
妊
治
療
に
要
し
た
治
療
費
の
総
額
平
均
四
十
三
万
円
、
体
外
受
精
を
受
け
た
場
合

は
百
五
十
九
万
円
」
、
「
不
妊
治
療
に
つ
い
て
県
・
市
町
村
に
対
し
て
望
む
こ
と
（
重
複
回
答
）
は
、
�．

不
妊
治
療
の
保
険

適
用
（
九
十
一
％
）
、
�．

不
妊
治
療
費
の
補
助
（
八
十
五
％
）
、
�．

不
妊
専
門
の
医
療
機
関
の
増
加
（
六
十
％
）
の
順
」

と
な
っ
て
い
る
。
島
根
県
の
「
不
妊
治
療
受
診
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
平
成
十
六
年
三
月
調
査
）
で
も
、
「
行
政
に
望
む
こ
と
」

の
第
一
位
は
「
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
（
八
十
四
％
）
」
で
あ
る
。
大
阪
府
の
「
不
妊
実
態
調
査
」
（
平
成
十
三
年
八
〜
十
一

月
実
施
）
で
は
、
「
現
在
の
気
持
ち
や
不
妊
治
療
全
体
に
つ
い
て
、
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
」
と
い
う
項
目
で
、
「
経
済
的
負

担
の
軽
減
及
び
保
険
適
用
や
補
助
を
望
む
も
の
」
に
最
も
多
く
の
声
（
二
十
八．

四
％
）
が
寄
せ
ら
れ
た
。

深
刻
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た
わ
が
国
に
お
い
て
、
子
ど
も
を
産
み
た
い
と
願
う
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、
国
家
と
し
て
支
援

す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
国
は
決
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と
を
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
を
産
む
に
あ
た
っ
て
の

二



さ
ま
ざ
ま
な
障
害
除
去
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
不
妊
治
療
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
不
妊
症

の
一
部
に
は
解
決
可
能
な
疾
患
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
そ
の
保
険
適
用
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

平
成
十
七
年
四
月
、
尾
辻
厚
生
労
働
大
臣
（
当
時
）
は
「
平
成
十
八
年
四
月
に
医
療
保
険
な
ど
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
す

る
が
、
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
に
し
た
い
」
旨
発
言
さ
れ
た
。
現
在
、
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
は
検

討
課
題
と
し
て
対
応
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

二

「
不
妊
症
は
保
険
診
療
の
観
点
か
ら
は
疾
患
で
あ
る
」
と
す
る
専
門
医
の
見
解
を
ど
う
考
え
る
か
。

三

「
不
妊
症
は
保
険
診
療
の
観
点
か
ら
は
疾
患
で
あ
る
」
と
考
え
る
場
合
、
不
妊
治
療
を
保
険
適
用
で
き
な
い
理
由
は
な
に

か
。

四

「
不
妊
症
は
保
険
診
療
の
観
点
か
ら
は
疾
患
で
は
な
い
」
と
考
え
る
場
合
、
不
妊
治
療
に
対
し
て
補
助
金
を
付
与
す
る
目

的
は
な
に
か
。

五

少
子
化
を
最
大
原
因
と
す
る
人
口
減
少
が
進
む
わ
が
国
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
を
産
み
た
い
と
願
う
親
を
支
援
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
不
妊
治
療
を
保
険
適
用
し
、
不
妊
治
療
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
は
少
子
化
な
い
し
は
人
口
減

三



少
を
く
い
止
め
る
有
効
な
一
施
策
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


